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茨城キリスト教学園は

キリスト教の精神に基き、

謙虚に真理を追求し、

公正を尊び、真の隣人愛をもって

人と社会に進んで奉仕し

人類の福祉と世界の平和に貢献する

人間の育成を目的とする

我らが学園の教育理念

　
今
年
度
後
期
も
、
地
域
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
で
は
皆
様

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
グ
ロ
ー
バ
ル
に
ロ
ー
カ
ル
に
多
く
の

取
り
組
み
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
そ
の
中
か
ら
、
今
回
は

以
下
六
件
を
ご
報
告
い
た
し
ま
す
。

一
．
食
物
健
康
科
学
科
・（
株
）飛
勘
水
産
コ
ラ
ボ
商
品
　
　

「
鯖
そ
ぼ
ろ
バ
ー
ガ
ー
」
販
売
会

　
食
物
健
康
科
学
科
の
学
生
考
案
の
レ
シ
ピ
を（
株
）飛

勘
水
産
に
商
品
化
し
て
い
た
だ
い
た
「
鯖
そ
ぼ
ろ
バ
ー

ガ
ー
」
を
十
一
月
二
十
一
日（
木
）一
日
限
定
販
売
い

た
し
ま
し
た
。
学
園

生
協
の
ご
協
力
の
も

と
、
一
〇
〇
食
を
ご

用
意
し
お
昼
前
に
完

売
と
な
り
ま
し
た
。

ご
購
入
い
た
だ
い
た

皆
様
、
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。
ま

た
限
定
の
た
め
ご
購

入
い
た
だ
け
な
か
っ

た
皆
様
、
次
回
ご
期

待
く
だ
さ
い
！

二
．
国
土
交
通
省
「
水
道
事
業
の
啓
発
に
向
け
た
調
査
検
討

及
び
セ
ミ
ナ
ー
」
の
実
施

　
水
道
事
業
の
啓
発
に
向
け
産
官
学
の
取
り
組
み
と
し

て
実
施
さ
れ
た
本
セ
ミ
ナ
ー
は
、
横
浜
ウ
ォ
ー
タ
ー
、

城
里
町
、
本
学
学
生（
宮
﨑
ゼ
ミ
二
年
、
城
里
町
在
住

学
生
）の
三
者
の
協
力
の
も
と
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
上

下
水
道
を
維
持
す
る
難
し
さ
、
変
え
て
は
い
け
な
い
も

の
、
変
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
も
の
を
学
生
た
ち
が
考

察
し
、
同
世
代
に
向
け
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
作
成
し
ま
し
た
。

本
セ
ミ
ナ
ー
の
様
子
は
Ｎ
Ｈ
Ｋ
「
ニ
ュ
ー
ス
８
４
５
」

（
十
月
二
十
二
日
）、
水
道
産
業
新
聞（
十
一
月
二
十
一

日
）、
茨
城
新
聞（
十
二
月
六
日
）で
そ
れ
ぞ
れ
放
送
、
掲

載
い
た
だ
き
ま
し
た
。
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

三
．
茨
城
県
事
業
　

社
会
人
対
象
リ
ス
キ
リ
ン
グ
講
座
　
　
　

「
初
め
て
で
も
わ
か
る
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
」
の
実
施

　
計
一
〇
回
に
わ
た
り
社
会
人
を
対
象
と
し
た
リ
ス
キ

リ
ン
グ
講
座
を
実
施
い
た
し
ま
し
た
。
本
学
専
任
教
員

・
長
谷
川
博
康
先
生
に
デ
ー
タ
サ
イ
エ
ン
ス
の
基
礎
を

お
話
し
い
た
だ
き
、
受
講
生
八
名
に
ご
参
加
い
た
だ
き

ま
し
た
。
今
後
も
必
要
性
の
高
い
分
野
に
関
し
て
社
会

人
の
皆
様
に
リ
ス
キ
リ
ン
グ
の
機
会
を
提
供
で
き
れ
ば

と
考
え
て
い
ま
す
。

四
．
認
定
こ
ど
も
園
＆
交
換
留
学
生
コ
ラ
ボ
事
業
　
　
　

グ
ロ
ー
バ
ル
教
育
「
世
界
を
知
ろ
う
」
の
実
施

　
本
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
度
か
ら
開
催
し
、
イ
タ
リ

ア（
六
月
）、
中
国（
七
月
）、
ベ
ト
ナ
ム（
十
一
月
）の
文

化
紹
介
を
実
施
し
ま
し
た
。
み
ら
い
園
、
せ
い
じ
園
の

園
児
と
本
学
交
換
留
学

生
が
交
流
し
相
互
理
解

を
促
す
こ
と
が
目
的
で

す
。
十
一
月
二
十
五
日

の
ツ
リ
ー
点
灯
式
で
は

「
サ
ン
タ
が
街
に
や
っ
て

く
る
」
を
合
唱
し
、
世

代
も
国
籍
も
異
な
る
園

児
と
留
学
生
が
一
緒
に

な
り
、
平
和
の
メ
ッ
セ

ー
ジ
を
送
り
ま
し
た
。

五
．「
多
文
化
協
働
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
資
格
関
連
科
目
　
　

「
多
文
化
協
働
演
習
」
の
実
施

　
今
年
度
の
「
多
文
化
協
働
演
習
」（
文
学
部
文
化
交
流

学
科
）で
は
、
国
田
義
務
教
育
学
校
、
か
し
ま
子
ど
も

大
学
、
大
み
か
小
学
校
の
計
約
七
〇
名
に
向
け
、
文
化

紹
介
を
実
施
し
ま
し
た
。
本
学
の
交
換
留
学
生
八
名

（
韓
国
、
ベ
ト
ナ
ム
、
イ
ン
ド
ネ
シ
ア
、
イ
タ
リ
ア
）と
イ

ン
タ
ー
ン
一
名（
ア
メ
リ
カ
）、
日
本
人
学
生
が
協
働
し

分
か
り
や
す
く
説
明
で
き
る
よ
う
繰
り
返
し
練
習
し
ま

し
た
。
児
童
や
生
徒
た
ち
か
ら
は
「
イ
ン
ド
ネ
シ
ア

知
ら
な
か
っ
た
。
楽
し
か
っ
た
で
す
。」「
ア
メ
リ
カ

大
き
い
！
」
な
ど
感
想
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
今
後

も
県
内
の
異
文
化
理
解
を
促
す
よ
う
な
取
り
組
み
を

実
施
し
て
い
き
ま
す
。

六
．「
多
文
化
協
働
ク
リ
エ
イ
タ
ー
」
資
格
関
連
科
目
　
　

「
外
国
人
児
童
生
徒
支
援
演
習
」
公
開
講
座
の
実
施

　
二
〇
二
一
年
度
か
ら
開
始
し
た
「
多
文
化
協
働
ク
リ

エ
イ
タ
ー
」
資
格
に
関
連
し
て
、
今
年
度
初
め
て
本
公

開
講
座
が
開
講
さ
れ
ま
し
た
。
全
学
部
・
学
環
の
学
生

お
よ
び
卒
業
生
が
受
講
で
き
る
よ
う
開
設
さ
れ
た
本
講

座
は
、
現
在
国
内
で
も
増
加
傾
向
に
あ
る
外
国
人
児
童

の
支
援
を
目
的
に
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。
受
講
生
た
ち

は
「
や
さ
し
い
日
本
語
」
を
中
心
に
外
国
人
に
と
っ
て

外
国
語
で
あ
る
日
本
語
に
触
れ
、
学
園
の
建
学
の
精
神

で
も
あ
る
「
共
に
生
き
る
」
を
実
践
し
ま
す
。
来
年
度

も
開
講
予
定
で
す
の
で
、
卒
業
生
の
皆
様
も
ど
う
ぞ
ご

参
加
く
だ
さ
い
。

地
域・国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
の
取
組
に
つ
い
て

地
域
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
長　

宮

　﨑

　晶

　子

鯖そぼろバーガー
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二
〇
二
四
年
十
一
月
三
十
日
に
文
学
部
児
童
教
育
学

科
幼
児
保
育
専
攻（
現
幼
児
保
育
コ
ー
ス
）（
以
下
、
幼

児
保
育
専
攻
）の
二
十
周
年
記
念
講
演
会
を
開
催
し
ま

し
た
。
八
一
〇
一
教
室
に
て
実
施
さ
れ
た
本
講
演
会
に

は
、
本
学
の
在
学
生
・
卒
業
生
お
よ
び
教
職
員
を
は
じ

め
、
地
域
に
お
住
ま
い
の
保
育
関
係
者
が
多
数
参
加
さ

れ
ま
し
た
。
こ
の
場
を
借
り
て
た
く
さ
ん
の
方
に
ご
参

加
い
た
だ
い
た
こ
と
、
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　
基
調
講
演
と
し
て
、『「
保
育
・
教
育
の
現
在
と
未

来
」│
こ
れ
か
ら
の
保
育
士
・
教
員
養
成
│
』
を
テ

ー
マ
に
、
白
梅
学
園
大
学
名
誉
学
長
・
全
国
保
育
士

養
成
協
議
会
会
長
の
汐
見
稔
幸
先
生
に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
講
演
の
中
で
汐
見
先
生
か
ら
は
、
現

在
の
保
育
現
場
が
迎
え
て
い
る
課
題
と
し
て
、
ア
フ

タ
ー
コ
ロ
ナ
の
時
代
と
し
て
求
め
ら
れ
る
保
育
と
は

何
か
、
待
機
児
童
問
題
が
解
消
さ
れ
つ
つ
あ
る
中
で

の
量
よ
り
質
に
よ
る
課
題
は
何
か
な
ど
、
現
代
と
い

う
時
代
の
特
徴
、
課
題
を
明
確
に
し
、
あ
ら
た
め
て

保
育
で
何
を
実
現
し
よ
う
と
す
る
の
か
、
議
論
し
直

す
時
期
で
あ
る
こ
と
が
指
摘
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、

養
成
校
に
求
め
る
こ
と
と
し
て
、
自
然
の
中
で
の
体

験
活
動
を
学
生
に
も
味
わ
わ
せ
て
ほ
し
い
こ
と
、
自

治
体
や
実
習
協
力
校
と
の
協
同
的
な
保
育
者
養
成
を

行
っ
て
ほ
し
い
こ
と
が
提
言
さ
れ
ま
し
た
。

　
講
演
会
後
に

は
、
シ
オ
ン
館

ラ
ウ
ン
ジ
に
て

本
学
卒
業
生
と

教
職
員
に
よ
る

茶
話
会
も
行
わ

れ
ま
し
た
。
卒

業
生
の
中
に
は

子
ど
も
を
連
れ

て
参
加
し
て
く
だ
さ
っ
た
方
も
お
り
、
と
て
も
賑
や
か

な
会
と
な
り
ま
し
た
。
茶
話
会
で
は
幼
児
保
育
専
攻
の

開
設
当
時
に
文
学
部
長
で
あ
っ
た
鋤
柄
純
忠
本
学
名
誉

教
授
に
も
ご
参
加
い
た
だ
き
、
開
設
当
時
の
想
い
を
伺

う
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

　
幼
児
保
育
専
攻
は
、
県
内
で
は
数
少
な
い
保
育
士

資
格
と
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
状
を
取
得
で
き
る
学

科
専
攻
で
す
。
こ
の
二
十
年
に
輩
出
し
た
多
く
の
卒

業
生
が
、
現
在
現
場
で
茨
城
県
の
保
育
の
充
実
に
向

け
ご
尽
力
さ
れ
て
い
ま
す
。
幼
児
期
の
保
育
・
教
育

は
、
生
涯
に
わ
た
る
人
格
形
成
の
基
礎
を
培
う
重
要
な

も
の
で
あ
り
、
ま
た
、
幼
児
期
の
遊
び
を
通
し
て
小
学

校
以
降
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
芽
生
え
を
培
う
時
期

で
も
あ
り
ま
す
。
幼
児
保
育
専
攻
で
は
、
こ
れ
か
ら

も
茨
城
県
の
保
育
の
充
実
に
向
け
、
保
育
者
養
成
や

地
域
の
保
育
支
援
に
力
を
注
い
で
い
く
所
存
で
す
。

　
現
代
英
語
学
科

（
Ｄ
Ｃ
Ｅ
）は
、
今

年
、
英
語
英
米
文

学
科
か
ら
名
称
変

更
し
て
二
十
年
目

を
迎
え
ま
し
た
。

こ
の
節
目
を
祝
う

べ
く
、
去
る
九
月

七
日（
土
）、
新
一

号
館
に
て
二
十
周

年
記
念
行
事
を
開

催
し
ま
し
た
。
イ

ベ
ン
ト
に
は
、
Ｄ

Ｃ
Ｅ
の
卒
業
生
や

そ
の
ご
家
族
、
こ

れ
ま
で
Ｄ
Ｃ
Ｅ
に

携
わ
っ
た
教
職
員
、

イ
ン
タ
ー
ン
生
、

在
学
生
が
一
七
〇

名
以
上
集
ま
り
、

こ
れ
ま
で
の
歩
み

を
振
り
返
り
つ
つ
、

再
会
を
喜
び
ま
し

た
。

　
開
会
式
で
は
、

村
上
美
保
子
学
科
主
任
と
実
行
委
員
長
で
あ
る
三
年

生
の
平
山
樹
希
さ
ん
が
歓
迎
の
言
葉
を
述
べ
た
後
、

今
回
の
イ
ベ
ン
ト
の
ロ
ゴ
や
キ
ャ
ッ
チ
フ
レ
ー
ズ
を

提
供
し
た
学
生
へ
の
表
彰
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
続
い

て
、
日
本
で
ジ
ェ
ン
ダ
ー
平
等
を
推
進
す
る
ビ
ジ
ネ

ス
を
立
ち
上
げ
た
卒
業
生
の
咸
多
栄
さ
ん
に
よ
る
講

演
、
現
職
Ｄ
Ｃ
Ｅ
教
員
の
ヨ
シ
バ
・
デ
ィ
ビ
ッ
ド
先
生

に
よ
る
「M

edia Literacy
」、
と
沼
館
ジ
ェ
ニ
ー
先

生
、
ス
テ
ィ
ー
ブ
ン
ス
・
パ
ト
リ
ッ
ク
先
生
に
よ
る

「English Com
m
unication

」
の
模
擬
授
業
、
元
職

員
の
新
妻
幹
生
さ
ん
に
よ
る
地
域
密
着
型
キ
ャ
リ
ア

の
構
築
を
考
え
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
、
在
学
生
に
よ

る
「
現
代
英
語
演
習（
ゼ
ミ
）」
授
業
内
容
の
ポ
ス
タ

ー
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
、
現
役
学
生
が
熱
く
語
る

「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
実
習
」
の
授
業
実
践
報
告
、
そ
し
て

ま
す
ま
す
盛
り
上
が
り
を
見
せ
る
Ｄ
Ｃ
Ｅ
な
ら
で
は
の

「
チ
ャ
ッ
ト
ア
ワ
ー
」
の
コ
ー
ナ
ー
。
さ
ら
に
は
卒
業

生
と
そ
の
ご
家
族
が
本
学
の
キ
ャ
ン
パ
ス
と
五
号
館

を
探
索
す
る
「
ト
レ
ジ
ャ
ー
ハ
ン
ト
」
も
行
わ
れ
、

多
く
の
方
々
に
ご
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た
。
子
ど
も

た
ち
を
連
れ
て
参
加
し
て
い
た
だ
い
た
卒
業
生
も
多

く
、
二
十
年
の
歴
史
が
感
じ
ら
れ
る
心
温
ま
る
Ｆｅｓ

で
し
た
。
　

　
閉
会
式
後
は
、
現
代
英
語
学
科
の
教
員
で
あ
り
、

本
学
の
学
長
で
も
あ
る
東
海
林
宏
司
先
生
が
乾
杯
の

音
頭
を
取
ら
れ
た
後
、
参
加
者
は
一
号
館
五
階
の
ラ

ウ
ン
ジ
で
、
料
理
や
飲
み
物
を
囲
み
な
が
ら
、
会
話

を
楽
し
ん
だ
り
、
手
作
り
の
フ
ォ
ト
ス
ポ
ッ
ト
で
写

真
を
撮
る
な
ど
し
て
、
Ｄ
Ｃ
Ｅ
で
の
思
い
出
を
振
り
返

り
ま
し
た
。

　
お
忙
し
い
中
今
回
の
イ
ベ
ン
ト
に
ご
参
加
く
だ
さ
っ

た
皆
さ
ま
に
、
現
代
英
語
学
科
関
係
者
一
同
、
心
よ
り

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
今
回
ご
参
加
い
た
だ
け

な
か
っ
た
皆
さ
ま
に
も
、
ま
た
の
機
会
に
お
会
い
で
き

ま
す
こ
と
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も

現
代
英
語
学
科
は
、
学
生
の
成
長
を

力
強
く
サ
ポ
ー
ト
し
て
い
き
ま
す
の

で
、
卒
業
生
の
皆
さ
ま
に
も
見
守
っ

て
い
た
だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

文
学
部
　現
代
英
語
学
科
　准
教
授
　沼
館
　ジ
ェ
ニ
ー

現
代
英
語
学
科
二
十
周
年

文
学
部
　児
童
教
育
学
科
　主
任

　斎
藤
　遼
太
郎

文
学
部
　児
童
教
育
学
科
　主
任

　斎
藤
　遼
太
郎

児
童
教
育
学
科

　幼
児
保
育
専
攻
二
十
周
年
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二
〇
二
四
年
十
月
二
十
六
日
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学

看
護
学
部
の
開
設
二
十
周
年
記
念
行
事
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。
開
設
時
学
長
で
あ
ら
れ
た
瀧
野
修
先
生
、
初
代

学
部
長
の
山
﨑
京
子
先
生
、
開
設
に
ご
尽
力
い
た
だ
き

ま
し
た
、
川
上
美
智
子
生
活
科
学
部
教
授
を
お
迎
え
し
、

チ
ャ
ペ
ル
で
の
記
念
礼
拝
後
、
新
し
く
建
設
さ
れ
ま
し

た
一
号
館
五
階
の
グ
ロ
ー
カ
ル
ラ
ウ
ン
ジ
で
卒
業
生
も

参
加
し
た
祝
賀
会
を
行
い
ま
し
た
。
二
十
年
と
申
し

ま
す
と
、
人
間
に
例
え
れ
ば
、
成
人
と
な
り
自
己
の
ア

イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
が
確
立
さ
れ
る
時
か
と
思
い
ま
す
。

二
〇
〇
四
年
に
誕
生
し
た
本
学
部
は
、
デ
ィ
プ
ロ
マ
ポ
リ

シ
ー
で
あ
る
、
人
々
の
「
よ
き
生
」
を
支
え
育
む
こ
と

に
寄
与
す
る
「
知
恵
」
を
持
っ
た
看
護
に
携
わ
る
人
材

の
育
成
を
目
的
の
も
と
、
豊
か
な
教
養
と
専
門
的
能

力
を
備
え
た
学
生
を
社
会
に
送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し

た
。
そ
の
間
、
各
時
代
の
要
請
に
従
っ
た
カ
リ
キ
ュ
ラ

ム
を
構
成
す
る
た
め
、
二
〇
〇
九
年
、
二
〇
一
二
年
、

二
〇
一
五
年
、
二
〇
一
八
年
、
二
〇
二
二
年
と
五
回
の

カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
改
正
を
行
い
、
そ
の
中
で
二
〇
一
〇
年

に
養
護
教
諭
一
種
免
許
取
得
の
た
め
の
教
育
を
開
始
、

二
〇
一一
年
大
学
院
看
護
学
研
究
科
を
開
設
、
二
〇
一
二

年
よ
り
保
健
師
国
家
試
験
受
験
資
格
を
選
択
制
と
し
、

二
〇
二
〇
年
度
か
ら
は
選
抜
制
を
取
り
入
れ
、
学
生
一

人
ひ
と
り
の
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
を
重
視
し
た
制
度
を

構
築
し
て
き
ま
し
た
。
お
か
げ
さ
ま
で
、
二
〇
二
三
年

度
ま
で
に
卒
業
生
一
、四
四
一
名
　

県
内
一
、〇
七
六
名
　

県
外
三
三
四
名
程
を
送
り
出
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。

　
こ
の
二
十
年
間
の
中
で
は
、
二
〇
一
一
年
に
東
日

本
大
震
災
の
被
災
県
と
な
り
、
二
〇
二
〇
年
に
は
新

型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
拡
大
を
経
験
し
ま
し

た
。
ど
ち
ら
も
何
十
年
、
何
百
年
の
単
位
で
起
こ
る

未
曾
有
の
災
害
や
病
気
の
蔓
延
で
し
た
。
そ
の
厳
し

い
環
境
下
に
お
い
て
も
、
学
生
と
教
職
員
が
皆
で
協

力
し
て
対
処
し
て
ま
い
り
ま
し
た
。
と
り
わ
け
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
に
お
い
て
は
、
社
会
全
体

が
歴
史
的
な
変
革
を
求
め
ら
れ
る
中
、「
教
育
の
あ
ゆ

み
を
止
め
な
い
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
も
と
、
早
急
な

る
遠
隔
授
業
体
制
の
確
立
を
行
い
な
が
ら
も
、
安
全

対
策
を
確
保
し
対
面
授
業
の
実
施
、
さ
ら
に
は
基
幹

病
院
を
は
じ
め
実
習
施
設
の
協
力
を
得
て
、
で
き
る

限
り
の
臨
地
実
習
を
実
施
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

教
育
お
よ
び
、
医
療
関
係
者
が
私
た
ち
の
仲
間
を
育

て
る
と
の
熱
意
に
よ
っ
て
な
さ
れ
た
結
果
だ
と
思
っ

て
い
ま
す
。
大
変
な
経
験
で
し
た
が
、
こ
の
難
局
と

対
峙
し
た
こ
と
を
さ
ら
な
る
発
展
の
機
会
と
と
ら
え

今
後
の
糧
に
し
て
ゆ
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
創
設
に
ご
尽
力
い
た
だ
い

た
、
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
学
園
常
務
理
事
で
あ
り
、
本
学

名
誉
教
授
で
在
ら
せ
ら
れ
た
瀧
田
薫
先
生
が
二
〇
二
四

年
九
月
二
日
に
天
に
召
さ
れ
、
記
念
行
事
に
ご
臨
席
い

た
だ
け
な
か
っ
た
こ
と
は
と
て
も
心
残
り
で
す
。
生
前

の
先
生
に
い
た
だ
き
ま
し
た
、
た
く
さ
ん
の
恩
恵
に
感

謝
し
な
が
ら
さ
ら
な
る
未
来
に
向
け
て
歩
み
出
し
て
ゆ

き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

看
護
学
部
長

　栗
　原
　加
　代

看
護
学
部
二
十
周
年

　
茨
城
キ
リ
ス
ト
教
大
学（
学
園
）の
キ
リ
ス
ト
教
教

育
の
象
徴
と
も
言
う
べ
き
「
サ
ン
タ
・
キ
ア
ラ
館
」、

通
称
「
キ
ア
ラ
館
」
が
め
で
た
く
竣
工
五
十
周
年
を

迎
え
ま
し
た
。
そ
の
半
世
紀
の
歴
史
を
記
念
し
て
、

五
十
年
前
の
竣
工
日
と
日
時
お
よ
び
曜
日
ま
で
全
く

同
じ
、
二
〇
二
四
年
の
十
一
月
二
日（
土
）に
、
記
念

レ
ク
チ
ャ
ー
＆
コ
ン
サ
ー
ト
を
開
催
い
た
し
ま
し
た
。

　
こ
の
日
は
、
学
園
祭
の
初
日
で
し
た
が
、
あ
い
に

く
の
雨
と
い
う
悪
天
候
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
会
場

と
な
っ
た
キ
ア
ラ
館
礼
拝
堂
は
、
一
六
〇
名
も
の
参

加
者
で
あ
ふ
れ
、

有
意
義
な
時
を
過

ご
す
こ
と
が
で
き

ま
し
た
。

　
第
一
部
レ
ク
チ

ャ
ー
で
は
、「
孤
高

の
建
築
家
」、「
哲

人
建
築
家
」
な
ど

の
異
名
を
取
る
、

キ
ア
ラ
館
の
建
築

家
・
白
井
晟
一
氏

（
一
九
〇
五
―
一
九

八
三
年
）の
直
孫

に
当
た
る
白
井
原

太
氏（
白
井
晟
一

建
築
研
究
所﹇
ア

ト
リ
エ
Ｎｏ
．５
﹈代

表
）に
ご
講
演
い
た

だ
き
ま
し
た
。
祖

父
で
あ
り
建
築
家

で
あ
る
白
井
晟
一

氏
に
つ
い
て
語
っ

て
い
た
だ
い
た
と

同
時
に
、
建
築
の

本
質
で
あ
る
〝
繋

ぐ
〞
と
い
う
こ
と

に
つ
い
て
も
深
い

お
話
を
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
二
部

コ
ン
サ
ー
ト
で
は
、

五
十
年
前
に
キ
ア

ラ
館
の
施
工
を
担

当
し
て
く
だ
さ
い

ま
し
た
株
式
会
社

・
竹
中
工
務
店
の

コ
ー
ラ
ス
部
の
皆

さ
ん
に
演
奏
し
て

い
た
だ
き
ま
し
た
。

中
世
の
修
道
院
を

模
し
た
キ
ア
ラ
館

礼
拝
堂
に
ぴ
っ
た

り
の
グ
レ
ゴ
リ
オ

聖
歌
や
献
堂
式
歌
曲
な
ど
、
宗
教
曲
を
中
心
に
一
〇

曲
ほ
ど
歌
っ
て
く
だ
さ
り
、
そ
の
素
敵
な
ア
カ
ペ
ラ

四
声
が
キ
ア
ラ
館
に
し
っ
と
り
と
こ
だ
ま
し
ま
し
た
。

　
と
こ
ろ
で
、
そ
ん
な
キ
ア
ラ
館
竣
工
五
十
周
年
に

合
わ
せ
て
、
キ
ア
ラ
館
の
パ
ン
フ
レ
ッ
ト
を
作
成
い

た
し
ま
し
た
。
キ
ア
ラ
館
を
訪
れ
た
方
に
差
し
上
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。
な
お
、
数
に
限
り
が
あ
り
ま
す

の
で
、
在
庫
が
な
く
な
り
次
第
、
配
布
終
了
と
な
り

ま
す
。
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　
ぜ
ひ
、
機
会
を
作
っ
て
、
キ
ア
ラ
館
を
訪
れ
て
み

て
く
だ
さ
い
。
大
学
チ
ャ
ペ
ル
や
前
後
期
の
大
学
キ

リ
ス
ト
教
講
演
会
な
ど
は
原
則
、
ど
な
た
で
も
お
越

し
い
た
だ
け
ま
す
。
皆
様
の
ご
来
館
を
心
よ
り
お
待

ち
し
て
お
り
ま
す
。

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
長

　野
口
良
哉
　

キ
リ
ス
ト
教
セ
ン
タ
ー
便
り

キ
ア
ラ
館
竣
工
五
十
周
年
記
念

事
業
を
終
え
て

レクチャー&コンサートの様子

キアラ館パンフレット 竹中工務店コーラス部の皆さん

白井原太氏

2025年1月24日



茨城キリスト教大学広報 第93号（4）

　
十
二
月
七
日（
土
）、
上
野
駅
か
ら
発
車
す
る
観
光

列
車
「
い
ば
ら
き
ま
ん
ぷ
く
ト
レ
イ
ン
」（
＝
茨
城
県

内
の
様
々
な
駅
に
て
ご
当
地
グ
ル
メ
を
積
み
込
み
、

グ
ル
メ
を
味
わ
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
茨
城
の
魅
力

を
感
じ
て
い
た
だ
く
イ
ベ
ン
ト
列
車
）に
現
代
英
語
学

科
四
年
の
髙
橋
幸
希
子
さ
ん
と
宮
田
和
弥
さ
ん
が
車

内
放
送
お
よ
び
ツ
ア
ー
補
助
と
し
て
参
加
し
ま
し
た
。

昨
年
度
に
同
列
車
が
運
行
し
た
際
、
グ
ル
メ
の
提
供

側
と
し
て
本
学
×（
株
）飛
勘
水
産
と
の
コ
ラ
ボ
商
品

「
鯖
そ
ぼ
ろ
バ
ー
ガ
ー
」
の
配
布
、
商
品
Ｐ
Ｒ
の
た
め
の

車
内
放
送
を
担
当
し
た
連
携
実
績
が
あ
り
、
今
年
度

も
参
画
す
る
機
会
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
担
当
し
た
学
生
は
、
こ
れ
ま
で
に
水
戸
市
、
日
立
市

の
観
光
大
使
や
県
内
の
地
域
活
動
等
で
活
躍
し
て
き

た
二
人
で
す
。

実
は
、
当
初
先

方
か
ら
依
頼
さ

れ
た
業
務
は
下

館
駅
か
ら
乗
車

し
、
各
駅
で
積

み
込
ま
れ
る
ご

当
地
グ
ル
メ
や
、

常
磐
線
沿
線
の

お
す
す
め
の
ス

ポ
ッ
ト
を
ご
紹

介
す
る
車
内
放

送
の
み
で
し
た

が
、
関
係
者
で

初
め
て
打
合
せ

を
し
た
際
、『
私

た
ち
に
で
き
る

こ
と
な
ら
お
任

せ
く
だ
さ
い
！
』

と
い
う
二
人
の

力
強
い
言
葉
や

キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

性
、
彼
女
た
ち

が
こ
れ
ま
で
培

っ
て
き
た
地
域

の
情
報
量
に
期

待
し
、「
大
甕
神
社
〜
日
立
オ
リ
ジ
ン
パ
ー
ク
見
学
コ

ー
ス
」
ツ
ア
ー
の
参
加
者
を
ご
案
内
す
る
お
役
も
担

う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　
地
名
独
特
の
読
み
方
や
各
グ
ル
メ
の
特
徴
な
ど
も

含
め
、
乗
車
直
前
ま
で
念
入
り
に
練
習
を
し
た
成
果

で
し
ょ
う
。
二
人
の
ア
ナ
ウ
ン
ス
は
、
原
稿
を
読
み

上
げ
て
い
る
の
で
は
な
く
、
乗
客
の
皆
さ
ま
に
〝
私

た
ち
が
お
客
さ
ま
に
伝
え
た
い
こ
と
〞
と
し
て
情
報

を
お
届
け
し
よ
う
と
し
て
い
た
よ
う
に
聴
こ
え
ま
し

た
。
宮
田
さ
ん
は
、「
水
戸
の
梅
大
使
」
に
応
募
し
た

き
っ
か
け
で
も
あ
る
偕
楽
園
の
〝
梅
の
美
し
さ
〞
を

た
く
さ
ん
の
人
に
伝
え
た
い
と
い
う
想
い
が
あ
り
、

水
戸
市
の
説
明
は
特
に
、
一
語
一
語
丁
寧
に
、
そ
し

て
上
品
さ
を
感
じ
る
ア
ナ
ウ
ン
ス
を
し
て
い
た
の
が

印
象
的
で
し
た
。
髙
橋
さ
ん
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
の
影
響
に
よ
り
、
行
動
が
制
限
さ
れ
る
中
で
も

大
好
き
な
日
立
の
た
め
に
「
日
立
さ
く
ら
メ
イ
ツ
」

と
し
て
活
動
し
た
経
験
と
、
本
学
園
中
学
校
か
ら
現

在
に
い
た
る
ま
で
通
学
し
て
い
る
経
験
か
ら
、
自
身

の
オ
ス
ス
メ
も
ふ
ん
だ
ん
に
盛
り
込
み
、
学
園
の
Ｐ
Ｒ

に
も
大
き
く
貢
献
し
て
く
れ
ま
し
た
。
車
内
放
送
は

車
掌
エ
リ
ア
と
な
る
た
め
、
こ
ち
ら
か
ら
も
乗
客
の

皆
さ
ま
か
ら
も
互
い
の
姿
が
見
え
ま
せ
ん
が
、
目
の

前
に
お
客
さ
ま
が
い
る
か
の
よ
う
に
笑
顔
を
絶
や
さ

な
か
っ
た
こ
と
も
二
人
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
の
高
さ
を

感
じ
た
と
こ
ろ
で
す
。
途
中
停
車
し
た
駅
で
は
、
乗
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客
の
皆
さ
ま
や
Ｊ
Ｒ
の
社
員
さ
ん
か
ら
『
聴
き
や
す

い
声
だ
っ
た
』『
こ
の
後
も
楽
し
み
に
聴
き
ま
す
』
な

ど
の
お
声
が
け
を
い
た
だ
き
、
彼
女
た
ち
も
喜
び
を

噛
み
締
め
て
い
ま
し
た
。

　
大
甕
駅
到
着
後
、
数
十
名
の
ツ
ア
ー
参
加
者
を
ご

案
内
す
る
に
あ
た
り
、
特
別
に
学
園
キ
ャ
ン
パ
ス
ツ

ア
ー
も
実
施
。
各
ツ
ア
ー
施
設
の
ご
案
内
を
終
え
て

か
ら
は
、
大
甕
駅
の
駅
員
さ
ん
と
一
緒
に
横
断
幕
を

持
っ
て
列
車
の
お
見
送
り
を
い
た
し
ま
し
た
。
乗
客

の
皆
さ
ま
の
ご
出
身
は
県
内
外
さ
ま
ざ
ま
で
し
た
が
、

二
人
の
活
躍
に
よ
っ
て
大
甕
駅
に
は
「
茨
城
キ
リ
ス

ト
教
学
園
」
と
い
う
学
校
が
あ
る
こ
と
を
知
っ
て
い

た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
し
、
学
園
の
ツ
ア
ー
に
よ
っ
て

中
高
エ
リ
ア
か
ら
聴
こ
え
る
讃
美
歌
、
部
活
動
に
励

む
生
徒
の
姿
、
大
学
主
催
イ
ベ
ン
ト
の
誘
導
を
行
う
学

生
等
、
そ
れ
ぞ
れ
の
世
代
が
活
躍
す
る
姿
を
見
て
い

た
だ
け
た
の
で
は
な
い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。
担
当

し
た
二
人
の
学
生
、
そ
し
て
、
こ
の
よ
う
な
機
会
を

く
だ
さ
っ
た
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社
の
関
係
者
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

地
域
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

地
域
・
国
際
交
流
セ
ン
タ
ー

今
年
も
Ｊ
Ｒ
水
戸
支
社
企
画

「
い
ば
ら
き
ま
ん
ぷ
く
ト
レ
イ
ン
」

で
学
生
が
活
躍
！

学
生
の
活
躍

　
本
学
で
は
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
・
ク
リ
ス
チ
ャ
ン
大
学

（
米
国
）か
ら
の
短
期
留
学
生
の
受
入
に
あ
た
り
ホ
ー

ム
ス
テ
イ
に
ご
協
力
い
た
だ
け
る
ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ

ー
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　
ど
な
た
で
も
応
募
可
能
で
す
の
で
「
英
会
話
を
学

び
た
い
」「
海
外
の
文
化
を
知

り
た
い
」「
外
国
人
と
の
思
い

出
を
作
り
た
い
」
な
ど
、
ご
興

味
の
あ
る
方
は
以
下
の
Ｑ
Ｒ
コ

ー
ド
を
確
認
の
う
え
お
申
込
み

く
だ
さ
い
。

二
〇
二
五
年
度

ホ
ス
ト
フ
ァ
ミ
リ
ー
募
集
に
つ
い
て

地
域・国
際
交
流
セ
ン
タ
ー
便
り

国
際
交
流
関
連

　

聴
講
生
制
度

　
十
八
才
以
上
の
方
が
正
規
の
学
生
と
し
て
の
身
分

を
持
た
ず
に
大
学
の
授
業
を
聴
講
で
き
る
制
度
。
三

月
下
旬
に
情
報
公
開
予
定
。

　

公
開
講
座

　
前
・
後
期
に
語
学
、
カ
ル
チ
ャ
ー
な
ど
の
内
容
を

定
期
で
、
本
学
の
特
徴
を
生
か
し
た
内
容
を
不
定
期

で
開
講
し
て
い
ま
す
。

地
域
交
流
関
連

　
左
記
の
情
報
を
含
む
最
新
情

報
を
こ
ち
ら
の
ペ
ー
ジ
に
公
開

し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ

さ
い
。


